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Summary
　　　In　the　observation　of　frequency，　location，　and　extent　of　cervical　enamel　projection　on
the　mandibular　molar　teeth　of　130　lndians　and　the　measure　of　the　distance　between　cervical
line　and　alveolar　crest　of　the　lower　molars，　the　following　results　were　obtained：
　　　1．Frequency　and　degree
　　　The　cervical　enamel　projections　on　the　buccal　surface　of　first　molars　were　most
frequently　I　degree　in　61％，followed　by　O　degree　in　28％，　and　m　degree　in　5％．
　　　Those　on　the　lingual　surface　were　most　frequently　O　degree　in　50％，　fo110wed　by　I
degree　in　49％and　II　degree　in　O．38％．
　　　The　cervical　enamel　projections　on　the　buccal　surface　of　second　molars　were　most
frequently　I　degree　in　62％，　followed　by　O　degree　in　10％and　lll　degree　19％．They　were
most　frequently　found　in　the　mandibular　molar　teeth．
　　　Those　on　the　lingual　surface　were　O　degree　in　65％and　I　degree　in　35％．
　　　The　cervical　enameI　projections　on　the　buccal　surface　of　third　molars　were　most
frequently　I　degree　in　47％，　followed　by　O　degree　in　45％and　HI　degree　in　6％．
　　　Those　on　the　lingual　side　were　O　degree　in　76％and　I　degree　24％．
　　　2．Resorption　of　alveolar　crest
　　　The　average　distance　between　the　buccal　cervical　line　and　the　alveolar　crest　of　the
lower　first　molars　was　O　degree　in　2．48　mm，1　degree　in　2．65㎜，　Il　degree　in　3．21㎜
and　HI　degree　in　3．58　mm．
　　　The　average　distance　of　the　buccal　side　on　the　lower　second　molars　was　O　degree　in
2．02㎜，1　degree　in　2．31　mm，　II　degree　in　3．20　mm　and　HI　degree　in　2．46　mm
　　　The　average　distance　of　the　buccal　side　on　the　lower　third　molars　was　O　degree　in　1．32
mm，　1　degree　in　1．55㎜，　II　degree　in　1．83　mm　and　III　degree　in　1．90　mm．
　本論文の要旨は第14回松本歯科大学学会（昭和57年6月12
日），第24回歯科基礎医学会（昭和57年10月2日），第15回松
本歯科大学学会（昭和57年11月27日）および第88回日本解剖
学会（昭和58年4月5日）において発表した．（1983年11月
11日受理）
緒 言
　歯頸部ほうろう（エナメル）突起は様々な名称
で多くの研究者によって報告されている．
　奥村15）は下顎第1大臼歯頬面の歯頸線に多くの
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例で中央にV字形をなし，その突端は近心根と遠
心根との分岐点に向う，これは両根が歯頸線に接
近して分岐する為におこる現象であると記してい
る．
　上條9）は根間突起にっいて，下顎第1大臼歯に
比べて第2大臼歯に著明にみられる．また，単根
の場合は2根に比べて出現率が約半分であるとの
べている．
　本多6），藤田他4）や鈴木18）は組織学的に観察し，
エナメル質の突起がセメント質に被われて，高率
に存在することを示した．
　また，Pedersenl6）はenamel　extensionという
名称を使い6型に分類して，デンマーク人とエス
キモー人を比較し，発育の良いものはエスキモー
人に多い．人種差はみられるが，系統発生学的な
意味はないとしている．
　名称について本多6）はこの突起を磁榔半島，瑳
榔島とよび，藤田他川ま根間突起と命名した．ま
た，鈴木18）はSc㎞elzspornを邦訳してエナメル
棘と名付けた．ところがMasters，　at　a1．によって
Projection　of　cervical　enamel（enamel　projec・
tion）と名付けられ，歯周疾患の原因になるといわ
れてからB本でもさかんに研究が行なわれた．村
上他14｝は英語名そのままのenamel　projectionと
して，阿部1）と川崎他1°）がエナメル突起，岩野他7）
と松江他13）がエナメルプロジェクションと様々な
用語を用いている．しかし，Grewe，　et　al．5｝ら最近
の研究者2・17・19）はcervical　enamel　projectionと
いう名称を用いている．形態と位置を正確に表わ
した立派な名称である．これを邦訳して歯頸部ほ
うろう（エナメル）突起と名付けた．
　歯頸部ほうろう突起は日本人に高率にみられ
る．また，この突起は盲嚢を作り歯周疾患の原因
になるといわれているので，頭蓋骨に植立した歯
牙を調査するとともに，歯頸線と歯槽縁との距離
を計測し歯周疾患との関係について調べた．
材料と方法
　材料は松本歯科大学口腔解剖学教室所蔵のイン
ド人（Hindoo）下顎骨130例に植立した大臼歯で連
続して観察出来るよう，欠損のないものを用いた．
　方法は歯周疾患との関係を考慮してMasters，
et　al．の分類を主とし，鈴木や村上他らの考えを
参考にし次の様に分けた．O度＝突起のみられな
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いもの．1度＝突起が根幹の｝2をこえないもの．
II度＝突起が根幹％以上で分岐部にたっしないも
の．III度＝突起が分岐部まで延びているもの．　I
i度＝1度の先にほうろう島のあるもの，とした
（図1－一　3）．
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　　図1：歯頸部ほうろう突起の分類（1｝
　　　　第1大臼歯＝0度
　　　　第2大臼歯＝II度
　　　　第3大臼歯＝0度
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　　図2：歯頸部ほうろう突起の分類②
　　　　　第1大臼歯＝III度
　　　　　第2大臼歯＝III度
　　　　　第3大臼歯＝m度
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歯頸部ほうろう突起の分類（3）
第1大臼歯＝Ii度
第2大臼歯＝1度
第3大臼歯＝1度
198　　　　　　　　　　　　　恩田他：
　歯頸線と歯槽縁間の距離は頬側で，ほうろう突
起を含まない歯頸線と歯槽縁が最も強く吸収し，
最も多く歯根の露出した部位で計測した．計測に
は1／20mmまで計測可能なノギスを用いた．
成 績
下顎大臼歯の歯頸部ほうろう
　1　出現状態
　第1大臼歯：出現率は頬面で1度が最も多く
61％，次いで0度が28％，III度が5％の順である．
舌面で0度が最も多く50％，次いで1度が49％で
II度がO．38％みられる（表1，図4，5）．
　この値を他人種と比較すると，頬面で0度は日
本人が2～41％，米国人83％である．III度は日本
人23～48％でインド人の5～10倍と非常に多い
が，米国人5％，ギリシャ人3％でインド人とほ
ぼ同様の価である（表2－1）．
　第2大臼歯：ほうろう突起は頬面で1度が62％
で最も多く，次いで0度が10％，III度が19％で，
下顎大臼歯中最も高率にみられる．これに反し，
舌側では0度が65％と1度35％で第1大臼歯より
低率である（表2－2）．
表1：歯頸部ほうろう突起の出現状態（下顎大臼歯）
部位 側 合　　　　　計型 6 7 8 6 7 8 6 7 8
頬面
41（46。59）40（45，45）2（2，27）5（5．68）
@　　88
37（43．53）4〕（48，24）1い．18）6〔7．06）
@　　85
74（28．46）158（60，77）
P裂鵠　9（3．46）　　　260
ア8（45．09
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@　173
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P（0．77｝　　　130
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@　　130
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U3（48．46）
@　τ30
8666．15
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@　130
6576．4ア
Q0（23．53）
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13150．38P2j116864．62X2（35．38｝
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図4：舌面
　　ag　L第2大臼歯とも0度，この様な例が
　　多い．
図5：舌面
148濠梁三
第1大臼歯はII度でめずらしい
第2大臼歯は1度
表2－1：歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（下顎第1大臼歯）
報　告　者 人　種 材料 部位 0 1 ∬ 皿 Iin　％ n　％ n　　％ n　元 n　％ 計
恩田，峯村 インド人 頭蓋骨 面 ア428．46P3150．38
15860．77
P2849．23
7　2．69
P　0．38
12　4．62 9　3．46260
Q60
村上　他 日　本　人 抜去歯 頬面纐ﾊ
13018．62
R6352．01
78刊．17
Q8640．79
40　5．フ3）43　6．16 334（47．85
@4　0．5ア
116（16．62）　2　029698
U98
日　本　人
抜去歯 頬面纐ﾊ
423ア．50
W374．11
8　7．14
Q925．89
5　4．46 4641．07］1　9．82112
P12川崎　　　他
頭蓋骨 頬面纐ﾊ 69
284L18
@94口2
2　2．94
S　5．88
ア10．29 29（42．65） 2〔2．94） 68
U8
野　他 生　体 面 2 2．27 3843」82831．822022．フ3
Grewe，　et　a1．米　国　人 抜去歯 頬面纐ﾊ
243　　82．94
Qア8（90．85）
3210．92
Q7（8．82）
4　1．3ア
P　0．31
14　4．78 293
R60
Tastsas，　et　ai、ギリシャ人 抜去歯 頬面纐ﾊ
］8．3　　　　　3．2
T．04）　　（0コ8）
　2，8
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表2－2　歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（下顎第2大臼歯）
1 皿 口 血
報　告　者 人　種 材料 部位 n　％ n　％ n　驚 n　乞 n　熔 計
恩田．峯村 インド人 頭蓋骨 　　面纐ﾊ
27　0．8
P6864．62
16262．31
X2（35．38
20　フ．69 4918．85
@　　’
2　0．77260
Q60
村　上　他 日　本　人 抜去歯 頬面纐ﾊ
　　　　3．52
R5477．46
67　4．66
V817．07
9721．23
R　0．66
24954．49
@　1　0．22
28　6．13
Q1　4．60
457
S57
川　崎　他
抜去歯 警藷 2419．35P1391．13
2520．16
V　5．65
2419．35
P　1．81
04ぴ321　0．B1
R　2．42
124
P24
日　本　人　　亀
頭蓋骨 翻 1323．21T3（94．64）916．07R（5．36 4　7．14 2850．00）2（3．57｝ 56T6
．9 159．30 2529．077　8．14 86
Grewe．et　a1・米　国　人 抜去歯 頬面纐ﾊ
23763．71
R6993．18
6818．28
Q4　6．06
24　6．45
Q　0．51
431L56
P　0．25
372
R96
10　3．32Tastsas，　et　a1．ギリシヤ人 抜去歯 頬舌面 18862．46Q8293．69
8728．90
P4　4，65
16　5．32
T　1．66
301
R01
　第3大臼歯：出現率は頬面で，1度が最も多く
47％，次いで0度が45％，III度が6％の順である．
lll度の出現率は第1大臼歯より多い．
　舌面は0度が76％と1度が24％で3歯中最も低
率である（表1）．
　他人種と比較すると頬面で0度は米国人80％で
インド人より多いが，III度は5．7％でインド人とほ
ぼ同様である（ee　2－3）．
　2　側別にみた出現状態
　頬面は，第1大臼歯（M、）と第2大臼歯（M2）
の存在する場合，M、－M2の順で歯頸部ほうろう
突起の発育度を示すと，1－1が最も多く48％，
次いで0－1が20％，1－HIが11％，1－0が6％
の順で第1大臼歯より第2大臼歯に強く現われる
ことが多い．
　第1，第2と第3大臼歯（M3）の存在する場合
M，－M，－M3の順に発育度を示すと，1－1－1
が最も多く17％，次いで1－1－Oが16％，O－1
－0が12％，1　－III－　1が6．4％の順である．
　すなわち，3歯揃った場合も2歯のみの場合と
同様，歯頸部ほうろう突起は第2大臼歯に強く現
われ，第3大臼歯の存否に関係が少なく，進化と
歯頸部ほうろう突起との関係を知ることはできな
かった（表3－1）．
　舌面は第1大臼歯と第2大臼歯の存在する場合
O－Oが49％で約半数をしめ，次いで1－1が
29％，1－0が17％で，歯頸部ほうろう突起は第
1大臼歯に多くみられる．
表2－3：歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（下顎第3大臼歯）
0 1 旺 1 Ii
報　告　者 人　種 材料 部位 n　ズ n　髭 n　％ n　　驚 n　％ 計
恩田，峯村 イソド人 頭蓋骨 舌面 7845．09P3276．30
8　46．8
S123．70
3　1．7 6．6 173
Grewe，　et　a1．米国人 抜去歯 　　面纐ﾊ83079．88O5296．7810910．49R0　2．76
41　3．95
S　0．37
59　5．68
P0，09｝
1039
P08ア
表3－1：側別にみた歯頸部ほうろう突起（頬面）
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1亙 2（4．76） 2（4．44）（4．60）1垣口 1｛1．14） 1い．18｝ 2い．16）IE 5（11．90｝5（11．11）10（11．49）1頂1 2（2．2η 1（L18）3（1．73）
皿1 1（2．22） 1（1．15｝11iO1（1」4） 1（0．58｝
‘1 1（2．38） 1い．15｝H｝1 1｛1．18） 1（0．58）
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　3歯揃った場合はO－O－Oが40％で最も多
く，次いで1－O－Oh：19％，1－1－1が16％，
1－1－Oが14％で，他は5％以下である．舌面
は第1大臼歯，第2大臼歯，第3大臼歯の順に高
率にみられる（表3－2）．
　3　歯頸線と歯槽縁間の距離
　第1大臼歯部1頬側で0度は1．5mmが36％で
最も多く，次いで2．5mm31％，3．5mm15％の順
で最大10．5mmで平均2．48　mmである．1度は
2．5mmが最も多く40％，次いで1．5㎜が30％，
3．5mmが18％，最大11．5mmで平均2．65　mmで
ある．II度は3．5mmが71％と2．5mmが29％で，
平均3．21mmである．　HI度は2．5mmと3．5mm
が各々25％，1．5mmと5．5mmが各々17％みら
れ，最大6．5mmで平均3．58　mmである．すなわ
ち，歯頸部ほうろう突起の発育にともない歯頸線
と歯槽縁間距離は増大する．0度とIII度では1．1
mmの差がみられ，歯頸部ほうろう突起の存在が
歯周疾患と関係があることを示唆している（表4
－1）．
　第2大臼歯部：0度は1．5　mmと2．5mmが
各・k　37％で最も多く，次いで0．5mmが15％で，最
大4．5mm，平均2．02　mmである．1度は1．5mm
が41％で最も多く，次いで，2．5mm’が32％，3．5
mmが16％の順で，最大6．5mm，平均2．31　mmで
ある．II度は2．5mmが40％で最も多く，次いで
3．5mmが20％，1．5mmと4．5mmが15％で，最
大6、5mm，平均3，20　mmである．　III度は2．5mm
が37％で最も多く，次いで1．5mm29％，3．5
mm20％で，平均2．46㎜である．すkhち，平
均値はII度よりIII度がやや小さい値を示したが，
歯頸部ほうろう突起の存在は歯槽部の吸収に関係
があり，第1大臼歯同様歯周疾患の原因となるこ
とを示唆した（表4－2）．
表3－2：側別にみた歯頸部ほうろう突起（舌面）
ロ　計0 2047．62351．114349．43OI 2（4．76） 1（2．22）3（3．45）10 7（16．67）8（17．78）15（17．24）II 12（28．57）13（28．89）25（28．74）
五1
@計
1（2．38） 1（1．15）
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表4－1：歯頸線と歯槽縁間の距離（下顎第1大臼歯頬側）
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表4－2：歯頸線と歯槽縁間の距離（下顎第2大臼歯頬側）
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　第3大臼歯部：0度はO．5　mm　b：46％で最も多
く，次いで1．5mm31％，最大3．5㎜で鞠1．32
mmである．1度は1．5mmが53％で最も多く，次
いで0．5mmが25％，最大4．5mmで，平均1．55
mmである．II度は3例のみしかみられず平均1．8
mmである．　III度は0．5mmと2．5mmが各々
201
30％，1．5mmと3．5㎜酪々20％みられ平均
1．90　mmである．
　すなわち，歯頸部ほうろう突起の増大とともに
歯頸線と歯槽縁間距離も増大する．0度とm度の
差は0．52　mmである（表4－3，図6－9）．
表4－3：歯頸線と歯槽縁間の距離（下顎第3大臼歯頬側）
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図6：歯槽部の吸収の弱い例（1）
　　歯頸部ほうろう突起はM、＝1，M2＝1
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図7：歯槽部の吸収の弱い例②
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　図8：歯槽部の吸収の強い例（1）
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　図9：歯槽部の吸収の強い例②
　　　　歯槽部ほうろう突起はM，＝m，M21，
　　　　M，ニ0
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考 察
恩田他：下顎大臼歯の歯頸部ほうろう
　出現状態：歯頸部ほうろう突起は頬面で第2大
臼歯に最も多く現われ，次いで，第1大臼歯，第
3大臼歯の順である．また，突起が分岐部まで延
びたIII型は第2大臼歯に最も多く，次いで第3大
臼歯，第1大臼歯の順である．この様に歯頸部ほ
うろう突起は第2大臼歯にインド人を含めて，ほ
とんどの人種で最も多くみられ，人類進化の程度
を知ることは困難であると考える．Pedersen，　et
al．i6）も，原始的形質であるとしたLeighの意見に
反対し，系統発生学的な意味はないとのべている．
　また，奥村は歯根分岐の強い歯牙に突起がみら
れるとのべているが，第1大臼歯に高率にみられ
なかった．この様なことerk　Leib，　et　al．li｝も記して
いる．
　舌面における歯頸部ほうろう突起は，第1大臼
歯で最も多く，次いで第2大臼歯，第3大臼歯の
順である．頬面は各歯とも歯頸部ほうろう突起を
50％以上有するが舌面では50％以下である．また，
舌面でII度以上の突起は稀である．
　人種差：Pedersen，　et　al．16｝らデンマーク人とエ
スキモー人を比較して，歯頸部ほうろう突起はエ
スキモー人に高率に現われるとのぺている．また，
日本人に高率にみられることは川崎他1°）らが報告
しているが，いずれも全出現頻度で人種間の比較
をしている．しかし，1度の出現率は観察者によ
り差が生じやすい．そこで，III度あるいはII度と
HI度の出現頻度を比較すべきだと考える．インド
人は全体の出現率は日本人に近い値であるがIII度
はアメリカ人に最も近い値を示した．
　歯周疾患との関係：歯頸部ほうろう突起の存在
は歯槽部上縁の吸収を起こすと阿部1，は下顎骨を
観察してのべているが，表現に正確さを欠くので，
歯頸線と歯槽縁間距離を計測して，歯頸部ほうろ
う突起の発育度との関係を調査した．いずれの歯
牙も突起の強い方が吸収も強いが阿部1）の報告ほ
ど強い影響はみられない．歯周疾患は他にも原因
がある様である．また，歯槽部の吸収は第1大臼
歯部に最も強く現われ，後方に行くに従って少な
い．
結 論
インド人下顎骨130例に植立した下顎大臼歯に
みられる歯頸部ほうろう（エナメル）突起につい
て，その出現率を調べ，また，歯頸線と歯槽縁間
距離を計測し，次の結果を得た．
　1　出現率
　第1大臼歯頬面は1度が最も多く61％，次いで
0度28％，III度5％の順である．
　舌面は0度が最も多く50％，次いで1度が49％
でII度が0．38％みられる．
　第2大臼歯頬面は一度が62％で最も多く，次い
で0度が10％，III度が19％で，下顎大臼歯中最も
高率にみられる．
　舌面は0度が65％，1度が35％である．
　第3大臼歯頬面は1度が最も多く47％，次いで
0度が45％，III度力16％である．
　舌面は0度76％と1度24％である．
　2　歯頸線と歯槽縁間の距離
第1畑歯部頬側は0度で平均2．48㎜，1度
で平均2．65mm，最大11．5mm，　II度で平均3．21
mm』度で平均3．58㎜である．
第2畑歯纐側は0度で平均2．02㎜，最大
4．5㎜，1度で平均2．31㎜，最大6．5mm，　II
度で平均3．20mm，最大6．5mm，　lll度で平均2．46
mmである．
　第3大臼歯部頬側は0度で平均1．32　mm，最大
3．5mm，1度1．55　mm，最大4．5㎜，　II度で平
均1．83　mm，　m度で平均1．90㎜である、
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